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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月25日(2015.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技の演出に係る制御を行う演出制御手段を備え、
　複数の演出装置を複数グループに分割し、該分割されたグループに属する演出装置を制
御するためのグループ単位制御手段をグループ毎に設け、
　前記演出制御手段を、前記グループ単位制御手段の各々を統括的に制御するグループ統
括制御手段として構成するとともに、
　前記グループ統括制御手段と前記グループ単位制御手段との間に、タイミング信号を伝
達するタイミング信号線と、データ信号を伝達するデータ線と、を備え、
　前記グループ統括制御手段は、
　前記データ線の信号レベルを、伝達するデータに対応する信号レベルに設定しながら前
記タイミング信号線の信号レベルを繰り返し変化させることで、順次前記グループ単位制
御手段にデータの伝達を行い、
　前記データ線が占有状態であるか否かを判定し、該判定により前記データ線が占有状態
であると判定された場合にデータの伝達を規制することを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　グループに分割された演出装置を制御する複数のグループ単位制御手段と、複数のグル
ープ単位制御手段を制御するグループ統括制御手段とを備える遊技機に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
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　従来の遊技機では、配線を十分に削減することができなかった。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、グループ統括制御手段とグループ単位制御手段との間の配線を削減すること
のできる遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、遊技の演出に係る制御を行う演出制御手段を備え、複数の演出装置を複数グ
ループに分割し、該分割されたグループに属する演出装置を制御するためのグループ単位
制御手段をグループ毎に設け、前記演出制御手段を、前記グループ単位制御手段の各々を
統括的に制御するグループ統括制御手段として構成するとともに、前記グループ統括制御
手段と前記グループ単位制御手段との間に、タイミング信号を伝達するタイミング信号線
と、データ信号を伝達するデータ線と、を備え、前記グループ統括制御手段は、前記デー
タ線の信号レベルを、伝達するデータに対応する信号レベルに設定しながら前記タイミン
グ信号線の信号レベルを繰り返し変化させることで、順次前記グループ単位制御手段にデ
ータの伝達を行い、前記データ線が占有状態であるか否かを判定し、該判定により前記デ
ータ線が占有状態であると判定された場合にデータの伝達を規制する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明によれば、グループ統括制御手段とグループ単位制御手段との間の配線を削減す
ることができる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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